























シ・サンギェギャンツォ（sDe srid Sangs rgyas rgya mtsho, 1653-1705）の説（Elijah S. Ary, Authorized Lives: 







ェン・ソナムタクパ（1478-1554）の『所知明解』（Shes bya rab gsal）を読み、二年間の課程を終え
る。 
2．ゲンドゥンドゥプ略伝 
伝記は彼の全集に二種収められている（1．『伝記』：rJe thams cad mkhyen pa dGe ’dun grub pa dpal bzang po’i rnam 
thar ngo mtshar rmad byung nor bu’i phreng ba と 2.『行跡』：Bla ma thams cad mkhyen pa’i rnam thar ngo mtshar mdzad pa bcu gnyis
であり、両者はともに Gangtok 版全集の第 6 巻にある）が、ここでは彼の生涯を要領よく年代順にまとめた『ト
ゥンカル辞書』（Dung dkar blo bzang ’phrin las kyis rtsom sgrig, Dung dkar tshig mdzod chen mo, Krung go’i Bod rig pa dpe 

































































ども、その伝承の文書は見つからない」（’Gos lo gzhon nu dpal, Deb ther sngon po, 2 vols, Si khron mi rigs dpe skrun 
khang, 1985, p.420）と述べるのみであるが、その辺の事情をコントゥル（1813-1899）の『所知遍満』（Shes 
bya kun khyab）てば「『阿毘達磨倶舎論』の伝承が主に展開したのはナーローパの弟子であるパンデ
ィタ・スムリティ・ジュニャーナ〔キールティ〕がチベットにいらっしゃって、カム地方のデンロ
ンタン （’Dan klong thang）で阿毘達磨倶舎論の講釈をなさったときに大勢の学僧が集まったので、
下の阿毘達磨の教えの基盤が確立した」そして「彼の弟子であるイェチェンポ・シェーラプタクな
どが、ウー・ツァンとカムで広めた」（Kong sprul yon tan rgya mtsho; rDo rje rgyal po dang Thub bstan nyi mas bsgrigs, 


























たがって述べる」と言い、次のように記している（The Eighth Karma-pa Mi-bskyod-rdo-rje, Chos mngon pa’i mdzod 
kyi ’grel pa rgyas par spros pa grub bde’i dpyid ‘jo: a detailed commentary on the Abhidharmakoṣa, vol.1, New Delhi: T. Tsepal 





















ダライ・ラマ五世（ngag dbang blo bzang rgya mtsho, 1617-1682）の『トプイク』（thob yig）には『倶
舎論』の伝承に関して六種の説が挙げられている。この六種の説のうち前五説は人から人への相承





（Zab pa dang rgya che’i dam pa’i chos kyi thob yig Ganggā’i chu rgyun, glegs bam dang po, in the Collected Works (gsung-’bum) of 
Vth Dalai Lama, Ngag-dbang Blo-bzang rGya-mtsho, vol.1, Gangtok: Sikkim Research Institute of Tibetology, 1991, 22b5-24a4）。 
第一説: 
・・・パンローツァーワ→ローチェン・チャンチュプツェモ→レンダーワ→ツォンカパ→タルマリンチェン→ゲンド
ゥンドゥプ→ロドゥーリンチェンセンゲ→ニェルトゥンペルジョルフンドゥプ→トゥンユーペルデン→パンチェンソ
ナムタクパ→ギェルカンツェパ・ペルジョルギャンツォ→タクルンダクパ→クンチョクチューペル→ダライ・ラマ五
世 
第二説: 
・・・ホドゥッパセンゲ→ツェーメーキェーウ・ソナムグン→プトゥン→マルトゥン・ギャンツォリンチェン→ゲン
ドゥンドゥプ→（以下、第一説に同じ） 
第三説: 
・・・チム・ナムカタク→ケーパ・ユンテンウーセル→シェニェン・チューグンポ→キョルルンパ・ロドゥーサンポ
84　　シンポジウム「聖典はどのように伝えられたのか―宗教の言葉と思想を考える」報告
  
→マルトゥン・ペルデンリンチェン→マルトゥン・ギャンツォリンチェン→ゲンドゥンドゥプ→（以下、第一説に同
じ） 
この相承系譜はグードゥプペルバルの註釈、パンチェンソナムタクパ、及びグードゥプギャンツ
ォの概説に基づき説明されているが、ゲンドゥンドゥプへの倶舎論相承は第一説、及び第二、第三
説の二系統から流れ込んでいるのが見て取れる。また、上に記したように彼が『解脱道解明』をチ
ム・ジャンペーヤンの『阿毘達磨荘厳』並びにチム・ロサンタクパの『善説海』を勘案して作った
ことが知られており、このことから、彼の倶舎論解釈の背景には、1.レンダーワ→ツォンカパ系統
の解釈、2.マルトゥン・ペルデンリンチェン、及びマルトゥン・ギャンツォリンチェンの系統の解
釈、3.チム・ジャンペーヤンの『阿毘達磨荘厳』並びにチム・ロサンタ クパの『善説海』の所謂チ
ム流の解釈の系統の三点が指摘できる。 
4．註釈書形式以外の倶舎論教義の伝承 
ゲンドゥンドゥプの前後を通して倶舎論の教義がゲルク派及びチベットでどのように展開したの
かをまとめると、倶舎論註釈書のほか、『倶舎論』の概説書（spyi don）が書かれたり、学説綱要書
（grub mtha’）の中で言及される毘婆沙師説、及び聖典追随経量部の学説を説明する段で倶舎論の教
理が用いられ、また蘊・界・処の三つのカテゴリーによって仏教教義をまとめる論書に『大乗阿毘
達磨集論』と共に説かれたり、「因・果・縁」の教義を抽出して個別に論じた典籍、またはドゥラな
どの初等論理学書における存在論の解説、及びローリクに説明される心と心の働きを解説する箇所
においてその教義が採用されて、チベット仏教学の伝統の中に現在も続いて学習されている。 
 
＊この報告書は先般出版された現銀谷史明、ガワン・ウースン・ゴンタ訳『全訳ダライ･ラマ 1 世倶舎論註
『解脱道解明』』（起心書房、2017）所収の序論を加筆修正し、報告書として改稿したものである。 
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